
 
 

令和８年５月 11 日 

国土交通省関東地方整備局 

河川部 

利根川上流河川事務所 

金子大臣が総合水防演習に参加します 

～第７４回利根川水系連合・総合水防演習 (５月１６日)～ 

金子国土交通大臣は、５月１６日（土）に行われる「第７４回利根川水系連合・総合水防演
習」に「演習統監部総裁」として参加し、水防工法を視察するほか、水防活動に従事されて
いる水防団の皆さんへ激励をおこないます。 
１１時５分頃より金子国土交通大臣のぶら下がり取材を行います。 

総合水防演習は、水防技術の向上・伝承及び水防団の士気高揚を図るとともに、幅広い主体の参加

による地域社会全体の防災意識の向上、実践的なシナリオによる災害対処能力のさらなる向上を図る

ことを目的に、水防月間の中核行事として、毎年開催しているもので、関係機関が所有する航空機

（ヘリコプター４機）や排水ポンプ車など多くの重機を用いた実践的な訓練をとおして連携強化を図

っています。 

【演習の概要】 

●日 時：令和８年５月１６日（土）９時３０分～１２時３５分まで 

●場 所：群馬県邑楽郡千代田町赤岩地先（利根川左岸１５９．０k 付近）※別紙１参照 

●内 容：水防訓練、救出・救護訓練 等 ※別紙２参照 

●主 催：国土交通省、群馬県、茨城県、埼玉県、千葉県、栃木県、東京都、神奈川県、千代田町 

●国土交通大臣ぶら下がり取材：時刻は１１時５分頃を予定（１０分間程度） 

※ぶら下がり取材の詳細は、当日、報道受付にてお知らせします。 

※状況により、開始時間が変更または取材が取り止めとなる場合があります。 

※利根川水系連合・総合水防演習のぶら下がり取材に併せて、現場視察（同日付け記者発表）の

ぶら下がり取材も行います。 

●演習中止の場合のみ、利根川上流河川事務所のウェブサイトでお知らせします。 

【取材にあたっての留意事項】 

●事前受付は不要です。 

●取材を希望される場合は、当日、別紙３に記載の「報道受付」（資料配布所に併設）にて記者証

または社員証を提示の上、「氏名」「ご所属」「連絡先」等のご記帳をお願いします。 

●併せて、大臣警護の都合上、持ち物検査等を受けていただきますので、ご協力をお願いします。 

●演習会場内は、自社の「報道」腕章の着用を必須とさせていただきます。 

報道関係者と判断できない場合、巡回の職員がお声がけさせて頂く場合がございます。 

●取材可能エリア、進入方法につきましては、当日、受付にてご案内します。 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 茨城県政記者クラブ 栃木県政記者クラブ 

刀水クラブ･テレビ記者会 埼玉県政記者クラブ 千葉県政記者会 

都庁記者クラブ 神奈川県政記者クラブ  

＜問い合わせ先＞ 

●本件全般に関すること 

国土交通省水管理・国土保全局 防災課 災害対策室 

電話：０３－５２５３－８１１１ 

企画専門官 宮本（みやもと）（内線：３５－８２２） 

係長 平野（ひらの）（内線：３５－８２４） 

●現地の取材に関すること 

国土交通省 関東地方整備局 河川部 水災害対策センター 

電話：０４８－６０１－３１５１ メールアドレス：ktr-mizusaigaitaisaku@gxb.mlit.go.jp 

課長補佐 佐藤（さとう）（内線：３８８２） 

同時発表：国土交通本省 



     

 

 

 

令 和 ８ 年 ５ 月 1 1 日 

水管理・国土保全局防災課 

 

金子大臣が総合水防演習に参加します 

～第 74 回利根川水系連合・総合水防演習 (５月 16 日)～ 

金子国土交通大臣は、５月16日（土）に行われる「第74回利根川水系連合・総合水防演習」

に「演習統監部総裁」として参加し、水防工法を視察するほか、水防活動に従事されている水

防団の皆さんへ激励を行います。 

11時05分頃より金子国土交通大臣のぶら下がり取材を行います。 

総合水防演習は、水防技術の向上・伝承及び水防団の士気高揚を図るとともに、幅広い

主体の参加による地域社会全体の防災意識の向上、実践的なシナリオによる災害対処能力

のさらなる向上を図ることを目的に、水防月間の中核行事として、毎年開催しているもの

で、関係機関が所有する航空機（ヘリコプター４機）や排水ポンプ車など多くの重機を用

いた実践的な訓練を通して連携強化を図っています。 

【演習の概要】 

●日 時：令和８年５月16日（土）９時30分～12時35分まで 

●場 所：群馬県邑楽郡千代田町赤岩地先（利根川左岸159.0k付近）※別紙１参照 

●内 容：水防訓練、救出・救護訓練 等 ※別紙２参照 

●主 催：国土交通省、群馬県、茨城県、埼玉県、千葉県、栃木県、東京都、神奈川県、千代田町 

●国土交通大臣ぶら下がり取材：時刻は11時05分頃を予定（10分間程度） 

※ぶら下がり取材の詳細は、当日、報道受付にてお知らせします。 

※状況により、開始時間が変更または取材が取り止めとなる場合があります。 

※利根川水系連合・総合水防演習のぶら下がり取材に併せて、現場視察（同日付け記者発表）

のぶら下がり取材も行います。 

●演習中止の場合のみ、利根川上流河川事務所のウェブサイトでお知らせします。 

【取材にあたっての留意事項】 

●事前受付は不要です。 

●取材を希望される場合は、当日、別紙３に記載の「報道受付」（資料配布所に併設）にて記者証ま

たは社員証を提示の上、「氏名」「ご所属」「連絡先」等のご記帳をお願いします。 

●併せて、大臣警護の都合上、持ち物検査等を受けていただきますので、ご協力をお願いします。 

●演習会場内は、自社の「報道」腕章の着用を必須とさせていただきます。 

報道関係者と判断できない場合、巡回の職員がお声がけさせて頂く場合がございます。 

●取材可能エリア、進入方法につきましては、当日、受付にてご案内します。 

同時発表：関東地方整備局 

 

【問合せ先】 
＜本件全般に関すること＞ 
水管理・国土保全局 防災課 災害対策室 宮本（みやもと）、平野（ひらの） 
TEL 03-5253-8111（内線 35-822・35-824）、03-5253-8461（直通） 

＜現地の取材に関すること＞ 
関東地方整備局 河川部 水災害対策センター 鷲谷（わしや）、佐藤（さとう） 

 TEL 048-601-3151（内線 3881、3882）、048-600-1482（直通） 



（別紙１） 

第７４回利根川水系連合・総合水防演習 会場周辺案内図 

○公共交通機関を利用する場合 
・東武伊勢崎線 館林駅西口から演習会場まで無料シャトルバスで約 30分 
 

○車を利用する場合 
・東北自動車道 館林インターチェンジ から約 25分 
・東北自動車道 羽生インターチェンジ から約 30分 

 
 

＜無料シャトルバス乗り場について＞ 
 

 

シャトルバス
乗降所

 ○東武伊勢崎線 館林駅 西口に設置の乗降所から乗車いただけます。 

 



（別紙２） 





（別紙３） 

第７４回利根川水系連合・総合水防演習 報道受付について 

 

○ 事前受付は不要です。 

○ 取材を希望される場合は、当日、下図に記載の「報道受付」（資料配布所に併設）にて

記者証または社員証を提示の上、「氏名」「ご所属」「連絡先」等のご記帳をお願いしま

す。 

○ 併せて、大臣警護の都合上、持ち物検査等を受けていただきますので、ご協力をお願

いします。 

○ 取材可能エリアは、演習第一部会場の下図「取材可能範囲」、演習第二部会場の一般見

学スペース、展示・体験・物産・キッチンカーエリアです。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 演習会場内では、自社の「報道」腕章の着用を必須とさせていただきます。報道関係

者と判断できない場合や、取材可能範囲外における取材を確認した場合は、巡回の職

員がお声がけさせて頂く場合がございます。 

○ 具体的な取材方法につきましては、当日、受付にてご案内します。 
 


